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目
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基本財産有価証券

定期預金

土 地

基本財産合計

(2)特 定 資 産

奨学資金積立基金

樫山純三賞事業積立基金

奨学事業運営資金積立基金

退職給付ラ1当資産

役員退職給付引当資産

会館修繕積立資金

40周年記念事業積立資金

特定資産合計

(3)そ の他固定資産

什 器 備 品

電話加入権

その他固定資産合計

固定資産合計

蒼産合計

0

34,304,490

67.000.000

0

29,458,925

67,000,000

0

4,845,565

0

101,304,490 96.458.92[ 4.845.565

6,228,343,550

100,089,700

2.347.100、 000

7,352,058,680

100,089,700

2.347,100,000

△  1,123,715,130

0

0

8.675,533,250 9,799.248.380 △ 1,123,715,13C

302,000,000

18,000,000

90,000,000

12,510,000

19,600,000

104,000,000

8,600,000

292,000,000

13,000,000

85,000,000

11,200,000

16,900,000

92,000,000

7.800.000

10,000,000

5,000,000

5,000,000

1,310,000

2,700,000

12,000,000

800.000

554.710,000 517,900,000 36.810,000

355,261,397

8

145.600

366,833,928

8

145,600

∠ゝ  11,572,531

0

0

355.407,00[ 366.979.53C △ 11,572,531

9.585.650.255 10.684,127,91( ∠ゝ 1.098.477.661

9.686,954,74[ 10.780.586.841 △ 1,093,632,096

Ⅱ負債の部

1.流 負 債
預 り 金

流動負債合計

負 債
退職給付引当金

役員退職給付引当金

固定負債合計

負債合計

正 味 財 産

指定正味財産合計

正 味 財 産

(う ち基本財産への充当額 )

(う ち特定資産への充当額 )

■E味財産合計

負債及び正味財産合計

2.

Ⅲ正味財産の部

1.   才旨

2.

258,209 372,805 △  114,59C

258,209 372.805 △  114.59C

12,510,000

19.600.000

11,200,00C

16,900,00C

1,310,00C

2_700_00(

32,110,鰯 28.100.00C 4.010.000

32.368.20C 28,472,80[ 3.895,404

9,654,586,536

(8,675,533,250)

(522,600,000)

10,752,114,036

(9,799,248,380)

(489,800,000)

△  1,097,527,500

9_654586.536 10,752,114,03C △ 1.097.527,50〔

9,686,954,745 10.780.586.841 △  1,093,632,096



1 重要な会計方針
(1)有価証券の評価基準及び評価方法
基本財産有価証券(時価のあるその他の有価証券)―…事業年度末日の市場価格に基べ

時価により評価している。

(2)固定資産の減価償却の方法
建物及び什器備品・……定額法によつている。

(3)引 当金の計上基準
退職給付引当金 ‐,一職員の退職給付に備えるため期末退職給付の財団都合要支給額に相当

する金額を計上している。なお、退職給付制度は確定給付型の制度として

退職一時金制度を設けている。

役員退職給付引当金……常勤役員の退職給付に備えるため期末退職給付の要支給額に相当

する金額を計上している。

(4)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

2 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
一基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次の通りである。

基本財産及び特定資産の財源等の内―
~R

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次の通りである。

:円

科  目 前期末残高 当期増力E額 当期減少額 当期末残高

基本財産

基本財産有価証券

定期預金

土 地

小  計
特定資産

奨学資金積立基金

樫山純三賞事業績立基金

奨学事業運営資金積立基金

退職給付引当資産

役員退職給付引当資産

会館修繕積立資金

40周年記念事業積立資乙

小  計
合  計

7,352,058,680

100p89,700
2,347,100,000

０

０

1,123,715,130
０

０

6,228,343,550

lαち089;7∞

2,347,100,000

9,799,248,380 0 1,123,715,130 8,675,533,250

292,000,000

13メⅨX),000

85,000,000

11,200,000

16,900,000

92,000,000

7,800,000

10,000,000

5,000,OCXl

5,000,000

1,310,000

2,700,000

12,000,000

800,000

302,000,000

13κЮO,000

90,000,000

12,510,000

19,600,000

104,000,000

8,600ヽ ,000

517,900,000 36.810.000 0 554.710.000

10.317.148.380 36.810.000 1.123.715.130 9.230.243.250

科  目 当期末残高
(うち指定正味財産
力、ムの十 当婚 ヽ

(うち一般正味財産
かムの十 当箱 ｀

(うち負債に対応す
ろ笙ヽ

基本財産

基本財産有価証券

定期預金

土 地

小 計
特定資産

奨学資金積立資金

樫山純三賞事業積立基金

奨学事業運営資金積立基金

退職給付引当資産

役員退職総付引当資産

会館修繕積立資金

40周年記念事業積立資る

小 計
合  計

6,228,343,550

100,089,700

2,347,100,000

(6,228,343,550)

(10,008,970)

(2,347,100,000)

8,675,533,250 (8,675,533,250)

302,000,000

18,000,000

90,000,000

12,510,000

19,600,000

104,000,000

8,600,000

(302,000,000)

(18,000,000)

(90,000,000)

(104,000,000)

(8,600,000)

(12,510,000)

(19,600pOの

554,710,000 (522,600,000 (32.110.000

9.230.243.250 (9.198.133.250) (32,110,000)



4 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次の通りである。

447.341,64



附属明細豊

1.基本財産及び特定資産の明細
基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記に記載している。

2.引当金の明細
.

科 目 期首残高 当期増カロ額
少 額

期末残高
目的使 その他

退職給付引当金
件目猥職給付弓l当奉

11,200,000
16_900.000

1,310,000
2.700.000

12,510,000
19_600_000

ヽ


